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Abstract 

Simoyakebe site is 10同旬d 泊 Higashirnurayama，Tokyo. Many organic rentains w悶 excavated from the 

low wetland part at the site. Many Japanese lacquer rentains were excavated among 也eorg姐ic ren国血s，姐d

stakes which k句t 也.e marks of lacquer tapping a町田旬da陶ntio田. Simoyakebe site ∞ifisis旬ntly has the 

Japanese lacquer remains which showed the pro問団企om c'叫包vation management of la句uer treeω 

manufac同re of lacquer products. 百erefore， Simoyakebe site is 阻 import皿t si旬血也e Jomon period. In由is

r田earch， radiocarbon ag田 ofJapanese lacqu町 are measured， ω 回他国旬 cl回rly 由e period wh聞 Jap血田e

lacqu町 W田 used at Simoyakebe site, and to 位置nme 吐le de旬il about the p町iod. Samples are 由主勿-one

Japanese lacquers which were ex'佐田包括1 from也e conl胞血ers of liquid Japa且田e lacquer. As a result, Japa且田e

lacquer w田 usedfor ilie p凶odof about 2200-970 ca1 BC. This result shows 也atJap血目e lacquerw田 used

世11 the middle of 由e Fina1 Jomon p町iod. Twenty-one samples show the age range of about 1800・ 1400 ca1 

BCτberefore， a possibility 白at J apanese lacquer was ∞mmouly used in ilie second ha1f of the Late Jomon 

period can be 叩nsidered
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はじめに

塗料として使用される漆の原料は、ウルシノキから採取される。ウルシノキとは、主に東アジ
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ア・東南アジアに生育しているワルシ科の植物である(四柳 2006)。漆は、ウルシノキから採取され

た後に時間を置かずに使用され、かっ、化学的に安定した構造を長期間保つ(宮腰ほか 2000)。

そのため、漆は 14C 年代測定に適した試料であると言うことができる。

漆は縄文時代の文化技術を考える上で非常に重要である。縄文時代において、漆は接着剤や塗料

として盛んに利用されており、縄文時代の遺跡からは、漆塗りの土器や弓、館、木製容器、へアピ

ン、櫛といった多くの漆製品が遺跡から出土している(永嶋 2006)。

下宅部遺跡は、東京都東村山市に所在する縄文時代後期・晩期を中心とした低湿地遺跡である。

低湿地部からは、保存状態の良好な有機質遺物が多量に出土し、漆遺物も多量に出土した(下宅部

遺跡調査団 2006)。出土している漆遺物はウルシの杭、漆液容器、漆塗りの土器や弓など種類が多

く、栽培管理から製品製作までの一貫した作業工程を示す。そのため、下宅部遺跡は関東において

重要な遺跡である。その中で、最も注目すべきなのは漆掻きの跡の残る杭で、これは全国で初めて

出土した。ウルシの杭は 14C 年代測定が行われており、堀ノ内 1・2 式期(縄文時代後期前葉中・後半)

と加曽利 BI-2 式期(縄文時代後期中葉前半)に漆利用があったことが確認されている(工藤ほか

2006,2007 c)。漆遺物のうち、漆液容器は考古学的に縄文時代後期から晩期までとされるものがそろ

っているロ本研究では、漆液容器より採取した漆を試料として、 14C 年代測定を行い、下宅部遺跡

における漆利用の時期を明らかにすることを目的とした。

試料

本研究に用いた試料は、下宅部遺跡出土の漆液容器から採取した漆 31 点であるロ

漆液容器とは、土器底部の破片に漆を溜めて使用された道具であるロ漆は、ウルシノキから採取

した後、ろ過、脱水、携枠の作業を経て、塗料として使用できる。漆液容器は、これらの作業を行

うための道具だった。

実験方法

まず、試料にニスが付着している可能性があったため、アセトンを用いて超音波洗浄器で洗浄し

た。その後、 HCl(0.6N，1.2N; 70"C), NaOH(0.6N,1.2N;70"C), HCl(0.6N，1.2N;70"C)による処理を順に行

った。蒸留水による洗浄を行った後、乾燥機内で乾燥させた。

試料を CuO により酸化し(900"C，6h)、 C02fこした。この C02を真空ライン中で精製した後、 Fe を

触媒として H2fこより還元することでグラファイトを調製した。

14C年代測定は HVEE 社製タンデトロン加速器質量分析計仰odeI4130-AMS)で行った。標準試料

にはシュワ酸(NlST-HOx 11)を使用した。

Oxca14.1(Ramsey 2009)を用いて、IntCa104(Reimeret al 2004)で較正年代を算出した。
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結果と考察

年代の範囲はおよそ 2200caIBC~970ca1BC となった。この時期は堀ノ内 1-2 式期~安行 3c 式期に

あたる。ウルシの杭の 14C 年代測定では、堀ノ内 l 式ー加曽利 B2 式期に漆利用が確認されていた。

また、漆塗りの弓 7 号の漆膜の 14C 年代測定結果から、安行 3a-3b 式期にも漆の利用があったこと

が確認されている。本研究の測定結果から、縄文時代晩期の中頃まで継続して漆利用があったこと

がわかった。

漆の較正年代はおよそ 2200ca1BC~1400ca1BC に集中している。この期間は縄文時代後期である。

これに対して、縄文時代晩期の年代を示した漆試料は 3 点である。 3 点の試料のうち、試料 31 が最

も新しく、縄文時代晩期中頃を示している。

漆利用の変化の原因としては、植生の変化、人口の変動、そして気候の変化と地形の変化が考え

られる。しかし、下宅部遺跡の植生と当時の気候に関して、花粉分析の結果(下宅部遺跡調査団 2006)

から考察してみると、植生は縄文時代にはモミノキなどの大木が主体であり、弥生時代にイネ科の

花粉が増えるまで、大きな変化はない。また、縄文時代後期以降は寒冷化が進んだ時代とされてい

るが、極端な寒冷化はなく、気候は温順であったと考えられている(下宅部遺跡調査団 2006)。これ

らは、縄文時代晩期に極端に漆利用が減る理由にはならないロ人口の変動についても、東村山市史

(東村山市史編纂委員会 1995)には「中期に人口の増加とともに遺跡の数が増え、後期に入ると激減

する。」と記載されており、この人口の減少が漆利用の変化に関係している可能性は考えられるも

のの、関連性はみられない。

最後に、地形の変化について考える。縄文時代晩期の中頃、土器型式時期では安行 3c 式期に大

規模な洪水があったことが確認されている。この洪水による 30cm ほどの堆積層が確認されており、

この洪水の後、低地平坦部と低湿地部との段差がほとんどなくなる(下宅部遺跡調査団 2006)。その

後、遺跡は安行 3d 式期まで細々と利用される。試料 31 が安行 3c 式期の年代値を示しており、漆

利用の終了のきっかけとして、この洪水が関係しているかもしれない。しかし、測定に必要な量の

漆が残存しておらず、試料が採取できなかった漆液容器が 10 点あるロこの 10 点の中に、さらに新

しい年代を示す漆があるかもしれない。そのため、地形の変化から漆利用の終了について結論を出

すことはできない。

結論

下宅部遺跡で、およそ 2200ca1BC~970ωlBC に漆が利用されていたことがわかったロ試料 31 か

ら、縄文時代晩期中ごろの安行 3c 式期まで漆利用があったことがわかった。さらに、 21 点の試料

の年代値がおよそ 2200caIBC~ 1400caIBC(縄文時代後期後半)に集中した。植生や気候の変化、さら

に人口の変化からは、漆利用の変化について関連はみられなかった。地形の変化からは、安行 3c
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式期に起こった洪水が関連している可能性が考えられる。
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表 1 漆の 14C年代測定結果

Table.l Radiocarbon dates of Jap岨eselacquer. 

試料 Lab. Code# 試料名 標高 土器型式 出土流路の時期 ι14年代 較正年代 確串

番号 (NUTA2-) (叫 (BP) (四lBC) (%) 

l 15682 T6 

¥ 
9 後期ー晩期 3742士28 2275-2255 3.7 

2209-2112 63.5 

2102-2037 28.3 

2 15667 C181654 70.140 9 晩期 3712土28 2199-2161 14.8 

2153-2029 80.6 

3 15671 D192427 70.406 ? 後期ワ 3689土28 2195-2174 3.6 

2145-2011 86.7 

2001-1977 5.1 

4 15668 C191441 70.030 ? 晩期ワ 3625;,28 2120-2095 5.1 

2041-1900 90.3 

5 15664 C3885 70.875 堀之内ー加曽荊IJ B 堀ノ内L加曽利 B2 3544企27 1956-1771 95.4 

6 15672 E121932 71.073 ? 加曽荊i] B2 3540士28 1952-1771 95.4 

7 16301 F113234 70.807 ヲ KA1 1 3467.土25 1881-1737 90.7 

1711-1695 4.7 

8 156由 C14 

¥ 
? 後期~晩期 342007 1871-1846 5.1 

1810-1804 0.7 

1776-1634 89.6 

9 15676 F113043 70.806 ? 加曽荊i] B2 3421，培7 1871-1845 5.5 

1811-1804 0.9 

1776-1635 89.0 

10 16310 B23923 69.698 加曽利 B 晩期 3387;,25 1744-1624 95.4 

11 14825 F11878 71.032 ? 加曽荊IJ B3-高井東 3386企28 1747-1617 95.4 

12 15677 F121453 71.057 ? 加曽利 B2 3372;a7 1745-1608 94.6 

1570-1562 0.8 
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13 14826 E121879 7I.l57 ? 加曽利 B3-高井東 3366企28 1742-1607 91.5 

1574-1559 2.2 

1551-1539 1.6 

14 15673 E181317 70.509 堀之内 1? 後期ー晩期 33M迫8 1741-1606 90.1 

1576-1537 5.3 

15 15670 D61367 70.962 後期? 堀/内L加曽利 B1 3347，土27 1733-1716 3.5 

1693-1601 72.9 

15幻 1531 19.0 

16 15679 Gl25907 71.603 ? 後期ー晩期 3325X27 1684-1528 95.4 

17 16307 Dl8813 70.313 堀之内 2-.加曽利 B2 後期 3295X25 1630-1504 95.4 

18 15678 Gl22066 70.999 ? 後期ー晩期 3274企27 1622-1494 94.7 

1471-1466 0.7 

19 163帥 01180 71.341 堀ノ内 2ー加曽利 B2 KA12 3252土26 1609-1454 95.4 

20 15661 B222289 69.917 ? 晩期 3232土27 1606-1575 6.5 

1557-1554 0.3 

1537-1433 88.6 

21 15681 Hl2601 71.571 ? 晩期 3227土27 1605-1580 4.0 

1536-1430 91.4 

22 16306 Gl22741 7I.l09 9 KA12 3225X26 1603-1591 2.0 

1533-1431 93.4 

23 16302 F13 1423 71.015 加曽利 B3 並列 後期末(北側支流...2) 321()，坦5 1521-1430 95.4 

24 15674 F11699 7I.l17 ? 加曽利 B3-高井東 3200，珪7 1517-1423 95.4 

25 14553 Gl24574 71.347 ? 晩期 3181X32 1514-1407 95.4 

26 15663 C3177 7I.l30 後期 堀ノ内 2-.加曽利 B1 31770泣7 1501-1410 95.4 

27 163田 C191386 70.422 新地系? 後期後葉? 3173X33 1506-1396 95.4 

28 16308 D201377 70.274 ? 晩期ワ 315()，士26 1496-1387 95.4 

29 15669 C191571 70.201 ? 後期ー晩期 3066企27 1410-1267 95.4 

30 15曲2 B24 3276 69.690 ? 晩期 3065X27 1410-1267 95.4 

31 15680 Hl22229 71.633 ? 晩期 2874X27 1188-1182 0.6 

1155-1146 0.8 

1130-972 90.8 

960-937 3.3 
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Reimer et al 2004 

Calibrated date (calBC) 

後期← 晩期
図 1 漆の 14C 年代測定結果 Oxca14.1 (Ramsey 2009)を用いて、 IntCa104 (Reimer et a12004)で較正

を行った。誤差範囲は 2σ である。

Fig.l Radiocarbon dates of Japanese lacquer. The calibrated age was computed by Oxca14.1calibration 

program (Reimer et a12004) using IntCa104 data set (Ramsey 2009). The e町orrange is 2 a . 
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